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1.は じめ に

考 古 資 料 の 分 析 に は非 破 壊 で の 分 析 方

法 が 必 要 と さ れ 、 岩 石 薄 片 を作 り光 学 性

を用 い た顕 微 鏡 観 察 や 岩 石 の 一 部 を粉 末

に して の粉 末X線 解 析 法 は不 適 当で あ る。

硬 玉 に つ い て は これ ま で 肉 眼 鑑 定 で ヒ

ス イ 製 と鑑 定 さ れ て き たが 、 最 近 で は 機

械 に よ る分 析 が な され(蛍 光X線 分 析 装

置 に よる 分 析(藁 科 他 、1987、1988)、

X線 ス ペ ク トル 解 析 装 置 に よ る 分 析(合

地 、1991、1992、1996))が あ り、詳 細

な デ ー タが 蓄 積 され つ つ あ る。

北 海 道 にお け る ヒ ス イ 製 玉 の 出 土 は 道

南 に卓 越 して お り、 ま た 分 析 結 果 よ り青

海 一 蓮 華 帯 の ヒス イが 使 わ れ て お り、 日

本 海 ルー トで運 ば れ た と推 察 され てい る。

図1.北 海 道 の ヒス イ製 玉 出土 遺 跡

(野村 、1990:40一 朱 円 環 状 土 擁 、41一尾 河 台 地 遺 跡)

道 央 や 道 東 部 は ヒス イ 製 玉 の 出 土 は 限 られ て い る

が 、 最 近 の 発 掘 調 査 に よ り旭 川(合 地 、1991)

や 常 呂(合 地 、1996)で 確 認 され て い る 。 斜 里

で も朱 円環 状 土 籠 や 尾 河 台 地 遺 跡 か ら 出土 と記 載

(図1)さ れ て い るが 、 詳 細 な 調査 は行 わ れ て い

ない 。 今 回朱 円 環 状 土 擁 出土 の 玉 、 及 び ウ トロ神

社 山 遺 跡 出土 の 平 玉 と管 玉 に つ い てX線 ス ペ ク ト

ル 解 析 を行 い 、 鉱 物 の 同 定 と遺 物 の 産 地 につ い て

推 察 した 。

2.分 析 方 法

北 海 道 教 育 大 学 札 幌 校 の 日本 電 子 走 査 顕 微 鏡

JSM-100とLINK社 製 エ ネ ル ギ ー 分 散 型X線 ス ペ

ク トル解 析 装 置QW-200Jを 使 用 した(写 真1)。

資 料 の処 理 の 方 法 は、 最 初 に 資 料 の 表 面 に電 子

線(電 流)を 流 す た めの 炭素 膜 を作 る(写 真3)。

この 膜 は測 定 後 に アセ トン で取 り除 くこ とが 可 能

で あ る。次 に資料 をホ ル ダー に入 れて(写 真4)、

機 械 に挿 入 す る。 資 料 にX線(電 子 線)を あ て 、

そ こ か ら発 生 す る元 素 特 有 の 回 折X線 を 測 定 し定

量 す る。

資 料 の 表 面 は 平 面 性 に 欠 け 、X線 の 反 射 率 が

100%に 満 た な い が 、 調 査 元 素 で100重 量%に 補

正 す る。

今 回 の 分 析 は主 要元 素9種 類 一 シ リカ(SiO2)、

チ タ ン(TiO2)、 ア ル ミニ ウ ム(Al203)、 鉄(Fe203)、

マ ン ガ ン(MnO)、 マ グ ネ シ ウ ム(MgO) 、 カル シ ウ

ム(CaO)・ ナ ト リ ウム(Na20)、 カ リ ウ ム(K20)一

に つ い て 行 っ た 。 測 定 元 素 に はH20(水)が 含 ま

れ て い な い の で 、10%以 上水 を含 む粘 土 鉱 物 で

は各 元 素 が約10%増 加 した値 で示 され て い る。

3.分 析資料1一 朱円環状土簾出土の玉

1)出 土状況

朱円環状土籠 は斜里の市街地よ り東方約6Km

に位置 し、2つ の周堤墓からなる縄文時代後期の

遺跡である。今回調査 した玉(写 真5)はB号 土

簾2号噴及び13号 墳から出土 している(河野、1955)。
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表1. 朱円環状土籠出土の玉の化学分析

Sio2

Tio2

Al203

Fe203

MnO

MgO

CaO

Na20

K20

鉱物

T1-1 T1-2 T1-3 T1-4 Tト6 T1-7 T1-8 T1-9 T1-10 T1-11M

55.322

0.059

5.091

2.518

0.296

29.738

2.042

3.693

1.240

61.506

0.092

2」69

2.552

0.236

30。630

0.454

1.957

0.405

66.460

0.285

0.943

4.369

0.OOO

27.290

0.291

0.OOO

O.362

61.919

0,356

5.636

3.505

0.OOO

24.262

0.373

2.301

1.647

63.458

0.070

2.174

3.528

0.475

27.365

0.433

1.921

0.576

60.929

0.225

3.032

2.228

0.173

30.664

0.784

1.314

0.650

62.225

0.OOO

O.741

1.324

0.OOO

34.759

0」66

0.666

0.119

61.060

0.035

0.730

1.584

0.OOO

33。901

0.640

1.747

0.302

46.118

2.071

8.144

18.094

0.OOO

21.105

1.813

1。847

0.784

61.247

0.186

2.526

2.540

0.OOO

30.294

0.537

2.232

0.439

滑石 滑石 滑石 滑石 滑石 滑石 滑石 滑石 サポー石 滑石

Sio2

Tio2

Al203

Fe203

MnO

MgO

CaO

Na20

K20

鉱物

T2-1 T2-2 T2-3 T2-4 T2-5 T2-6 T2-7 T2-8 T2-9 T2-10

58.102

0.525

8.609

4.069

0.133

23.782

1.170

2.646

0.964

46.419

0.871

27.896

9.822

0.274

6.070

1.196

2.623

4.805

62.403

0.613

23.743

1.499

0.199

7.761

1.264

1.480

1.036

57.643

0.673

27.836

0.973

0.091

10.940

0.592

0.OOO

1.250

58.384

0.OOO

26.921

0.OOO

O.446

11.861

1.495

0.OOO

O.892

56.923

0.OOO

19.625

0.248

0.182

19.179

0.835

2」61

0.843

52.293

0。276

36.901

1.601

0.OOO

4.313

1.638

1.724

1.262

61.445

0.OOO

26.713

0.143

0.OOO

8.527

0.865

1。480

0.837

63」66

0.OOO

7.720

1.237

0.OOO

27.477

0.OOO

O.OOO

O.388

71.867

0.041

2.165

2.116

0。OOO

23.521

0.145

0.OOO

O.128

サポー石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 滑石 滑石

T3-1 T3-3 T3。4 T3-5 T3-8 T3-9 T3-10 T3-11 T3-12 T3。13

Sio2 35,634 62,287 49,649 55,519 57,048 49,121 47,714 63,867 63,289 55,846

Tio2 O,447 O,845 O,467 O,336 O,333 O,598 O,701 Q,064 O,OOO O,763

A1203 38,672 8,766 37,013 5,724 21,167 32,724 31,856 O,371 2,592 27,513

Fe203 23,040 3,696 1,783 11,052 5,531 4,433 7,565 1,529 t362 5,624

MnO O,130 O,OOO O,121 O,033 O,280 0,339 O,109 O,157 O,084 O,167

MgO O,797 23,834 3,633 25,511 11,563 6,357 6,668 33,283 31,720 3,663

CaO O,150 O,293 O,515 1,255 O,999 1,030 O,641 O,072 O,242 1,069

Na20 O,850 O,215 6,716 O,278 2,169 4,771 3,967 O,531 O,707 4,886

K20 O,283 O,064 O,115 O,293 O,889 O,621 O,766 O,127 O,OO5 O,463

鉱物 モンモリロン石 サボー石 モンモリロン石 サポー石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 滑石 滑石 モンモリロン石

T4-1 T4-2 T4-3 T4-4 T4-5 T4-6 T4-7 T4-8 T4-10 T4-11

Sio2 53,430 58,300 54,875 60,262 60,033 47,173 53,355 59,924 56,404 61,268

Tio2 O,604 O,OOO O,384 O,OOO O,675 1,371 O,098 O,102 O,509 0,OO3

Al203 24,075 5,868 8,800 5,893 8,185 24,077 27,592 2,331 10,358 4,912

Fe203 5,846 O,935 O,472 1,588 O,866 12,649 3,114 1,404 1,560 1,603

MnO O,OOO O,416 Q,OOO O,153 O,OOO O,OOO O,000 O,OOO O,181 O,320

Mgo 12,189 31,261 35,174 30,409 28,270 5,599 4,614 34,201 27,852 31,323

CaO 1,661 O,311 O,286 O,038 O,203 8,414 2,495 O,138 1,017 O,561

Na20 1,835 2,904 O,OOO 1,541 1,294 0,OOO 7,427 1,695 2,024 O,OOO

K20 O,340 O,OOO O,OOO O,115 O,466 O,689 1,303 O,200 O,095 O,OOO

鉱物 モンモリロン石 滑石 滑石 滑石 滑石 モンモリロン石 モンモリロン石 滑石 サポー石 滑石

T5-1 T5-3 T5-5 T5-6 T5-7 T5-9 T5-10 T5-11 T5-12 T5-13

Sio2 59,819 41,600 63,363 47,427 58,414 52,593 50,486 59,946 48,431 60,344

Tio2 O,110 O,803 O,OOO O,921 O,SO1 O,096 O,484 O,252 O,333 O,OOO

Al203 2,865 33,166 1,181 23,632 5,683 9,567 24,834 5,582 27,097 3,890

Fe203 3,588 13,030 1,441 7,358 3,700 7,656 8,050 2,352 6,985 4,713

MnO O,062 O,540 O,OOO O,024 O,039 O,122 O,249 O,338 O,257 O,072

Mgo 31,089 2,058 32,966 10,956 28,417 21,081 8,236 29,263 9,514 29,590

CaO O,532 1,188 O,169 O,791 O,563 O,891 O,909 O,628 1,011 O,301

Na20 1,641 4,452 O,818 5,323 2,029 5,590 4,351 1,261 4,OO9 O,900

K20 O,295 3,166 O,063 3,567 O,654 2,403 2,378 O,378 2,343 O,190

鉱物 滑石 モンモリロン石 滑石 モンモリロン石 サポー石 サポー石 モンモリロン石 サポー石 モンモリロン石 滑石
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表2.ヒ ス イの 化 学 組 成(1-5:旭 川 末 広7遺 跡 出土 の ヒス イ(合 地 、1991)6-7:小 滝 ・橋 立 産 緑 色 ヒス

イ輝 石(芽 原 、1988)8-9:神 居 古 潭 塩 基 性 片 岩 中 の 緑 色 ヒ ス イ輝 石(合 地 、1983)8は 未 分 解 部 、9は

分 解 部)

資 料 1 2 3 4 5 6 7 8 9

元素の重量%(主 要6元 素の他 にも微量元素 を測定 しているため6元 素 の合計がtota1 と一 致 しな い)

Sio2 58.20 60.81 57.31 60.27 58.74 58.93 58.87 58.4 53.7

ALO3 22.89 21.24 21.04 23.64 19.11 22.67 21.39 23.7 9.1一

FeO廓 0.40 0.95 0.82 0.41 1.12 0.64 1.08 1.6 14.3

MgO 1.06 2.56 2.25 0.31 3.78 0.56 0.97 0.6 3.9

CaO 1.74 4.22 2.53 1.41 5.21 0.71 1.10 0.9 10.5

Na20 13.21 12.01 11.97 11.97 11.89 15.09 13.95 14.4 8.0

total 97.67 101.87 96.05 98.16 99.85 99.76 100.27 100.2 99.5

2)X線 スペ ク トル解 析 に よ る鉱 物 の 同 定

5個 の玉(Tl～T5)の 分 析 結果 を表1に 示 した 。

分析 値 につ い て次 の よ うな 特 徴 が あ る 。

①T1は 主 要 元 素 と してSiO2を46～66%、MgOを

約30%含 む 。 そ の他 の 元 素 と して はAl203を 平 均

で 約5%含 み 、 ア ル カ リ元 素(CaO、Na20、K20)

は 非 常 に少 量 で あ る 。

②T2～T5は 主 要 元 素 と してSiO2を40～70%、 平

均 で 約55%含 む 。 ま たAl203を 約25%含 みMgOが

少 な い グ ル ー プ と、MgOを 約30%含 みAl203が 少

な い グ ル ー プ に分 け ら れ る 。 ア ル カ リ元 素 はTl

よ りは多 い傾 向 が あ り、9%含 まれ る場 合 が あ る

が 、 平 均 して約3%で あ る 。

表2に ヒ ス イ の 分 析 値 を示 す 。 ヒス イ は輝 石 の

仲 間 でJd(NaAISi206)、Ac(NaFeSi206)、

Di(Ca(Mg,Fe)Si206)の 端 成 分 が ど れ だ け の 割 合 で

含 ま れ る か で 表 さ れ る 。 ヒ ス イ の 化 学 成 分 は

Na20が10%以 上 、 ま たAl203が20%以 上 含 ま れ る

こ と が 特 徴 で あ る 。 さ ら にFeOとMgOの 合 計 は5

%を 越 え な い 。

今 同 分 析 した5個 の 玉 の う ち、Al203が20%を

越 え る 場 合 で も、 ヒ ス イ に 比 べNa20が 極 端 に 少

な く、 ま たFeO(今 回 はFe203で 計 算)とMgOの

合 計 が ほ と ん どの 資 料 で10%を 越 え る。

以 上 の 結 果 よ り、 今 回 分 析 した5個 の 玉 に は ヒ

ス イが 含 ま れ て い な く、 主 要 元 素 の 含 有 量 よ り滑

石 、 サ ポ ー石 、 モ ンモ リ ロ ン石 と推 察 され た 。

239

図2.朱 円 環 状 土 籠 出 土 の 玉 のsio2-Al203-Mgo組 成 比
9

239

図3.標 準 的な滑石 ・サポー石 ・モリモリロン石のSO2-Al203-MgO組 成比
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・滑 石 はMg3si4010(oH)2の 分 子 式 で表 され
、sio2

が 約60%、MgOが 約30%含 まれ る 。Tlの 分 析 鉱

物 の ほ とん どが 滑 石 で あ り、 そ の 他 の玉 に も少 量

含 ま れ て い た 。

・サ ポ ー 石(Ca1/2
,Na)o,33(Mg,Fe)3(Si,Al)4010(OH)2

・4H20の 分 子 式 で 表 さ れ
、 滑 石 のSiの 一 部 がAl

に置 換 しAl203が5～10%含 ま れ 、 ま たMgOを 置

換 してFeOが 約4%含 ま れ て い る。 滑 石 とサ ポ ー

石 は 結 晶 構 造 が 同 じな の で 、 化 学 組 成 が 連 続 的 に

変 化 す る 。

・モ ン モ リ ロ ン石 は(Na
,Ca)o.33(Al,Mg)2Si4010・

nH20の 分 子 式 で 表 され 、特 徴 的 にAl203を20%以

上 含 ん で い る。AlとMgは 置 換 関 係 に あ り、Mgは

Alを 置 換 して 約10%含 ま れ る場 合 が あ る 。 した

が っ て モ ンモ リロ ン石 のAl203が 増 加 す る とMgO

が 減 少 す る傾 向 が あ る。

以 上 の よ う に今 回 分 析 した 資料 に関 して はSio2、

Al203、MgOが 鉱 物 を 構 成 す る特 に重 要 な 元 素 と

考 え られ る の で 、 そ れ ら3元 素 の 重 量 比 を三 角 形

を使 った3成 分 で 表 した(図2)。 連 続 的 に組 成

が 変 化 す る滑 石 一 サ ポ ー 石 グ ル ー プ とモ ンモ リロ

ン石 グル ー プ に 区分 され る。 滑 石 一 サ ポ ー石 グ ル

ー プ はSi-Al置 換 とMg-Fe置 換(Feは 図 に表 さ

れ て い な い の でMgの 減 少 と な る)が あ り、 純 粋

な 滑 石 か らAl203に 富 み 、MgO側(Si減 少)、

Sio2側(Mg減 少)に 幅 広 い組 成 範 囲 を とっ て い る。

ま た モ ンモ リ ロ ン石 グ ル ー プ はAl-Mg置 換 の た

め 三 角 形 の 底 辺(Al203-MgO)に 平 行 な組 成 範

囲 を とっ て い る 。

3)玉 の産 地 推 定

今 回 同定 され た3種 類 の粘 土 鉱 物 の 北 海 道 に お

け る 産 状 は原 田他(1984)に よ る と 次 の よ う で

あ る。

① 滑 石 一 ほ とん どMgOとSio2し か 含 まれ な い 滑

石 は、 超 塩 基 性 岩 や 塩 基 性 岩 に 含 まれ る オ リー ブ

石((Mg,Fe)2Sio4)が 水 と反 応 して 形 成 さ れ る 。

超 塩 基 性 岩 の蛇 紋 岩 に伴 っ て滑 石 鉱 床 が あ り、北

海 道 で は神 居 古 潭 変 成 岩 や 道 南 の蛇 紋 岩 に大 規 模

な 鉱床 が 知 ら れ て い る 。 小 規 模 で は 溶 岩 中 の オ リ

ー ブ 石 や 輝 石 が 熱 水 作 用 に よ り滑 石 の 形 成 が 考 え

られ る 。

② サ ポ ー 石 一 滑 石 と比 較 しA1203成 分 と ア ル カ リ

成 分 に 富 み 、Si成 分 が 増 加 した 玄 武 岩 な い し安 山

岩中のオリーブ石や輝石 を熱水作用により置換 し

て形成 される。

③モ ンモリロン石一玄武岩～安山岩中の斜長石は

熱水作用によりモンモ リロン石に置換されるので

一般にはサポー石とモンモ リロン石は共生する
。

以上の各鉱物の特徴的な産状及び資料の肉眼観

察などよりそれらがもたらされた原岩については

次のように考えられる。

Tl一 同一鉱物の集合のためか淡緑色の均一な

色 と凹凸の少ない形状 をしている。ほとんどが滑

石で、モ ンモ リロン石を含まないTlは 、超塩基

性岩のオリーブ石の単一岩石が水 との反応 による

蛇紋岩化作用によって形成された可能性が高 く、

神居古潭変成岩の蛇紋岩を原岩にしていると推察

される。

T2～T5一 白色 と淡緑色のまだら模様で表面 に

凹凸があ り、一部鉱物が集合で欠けた部分がある。

T1と は異なり、複合鉱物の集合体と考えられる。

表1に よるとこれらの資料は滑石一サポー石グル
ープとモ ンモ リロン石が共生 してお り、玄武岩～

安山岩が熱水などで変質 し岩石中のオリーブ石や

輝石から滑石やサポー石、斜長石からモンモ リロ

ン石が形成されたと推察される。斜里の近 くでは

海底に流出 した溶岩が熱水で変質 し緑色になった

越川層の緑色凝灰岩が候補にあげられる。

4.分 析 資料2一 ウ トロ神 社 山 遺 跡 出土 の 平 玉 と

管 玉

1)出 土 状 況

ウ トロ神 社 山 遺 跡 は ウ トロ市 街 地 の 中心 部 に 位

置 し、 続 縄 文 時代 の 墳 墓 が 発 掘 され 、 そ の1号 墳

よ り今 回調 査 した 平 玉 と管 玉(写 真6)が 出土 し

て い る(河 野 、1955)。

2)X線 解 析 に よ る鉱 物 の 同 定

分 析 結 果 を 表3に 示 す 。SiO2、Al203、MgOを

頂 点 に取 っ た三 角 図(図4)に よる と、 オ リー ブ

石 な どの 鉄 や マ グ ネ シ ウ ム を含 む鉱 物 か ら変 質 し

た と考 え られ る滑 石 や サ ポ ー石 を 含 まず 、 斜 長 石

主 体 のMgO成 分 に乏 しい 堆積 岩 起源 と推察 され る。

また 平 玉 と管 玉 はSiO2-Al203の 差 に よ り区 別

さ れ る 。 平 玉 は 白色 で 一 部 茶 色 を呈 し、 化 学 成 分

は モ ンモ リ ロ ン石 とケ イ酸 鉱 物(石 英 、 ク リ ス ト

バ ル石 、 メ ノ ウ、 オパ ー ル は お な じ化 学 成 分 な の
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表3.ウ トロ神社山遺跡出土の平玉と管玉の化学分析

HIRA1-1 HIRA1-2 HIRA1-3 HIRA1-4 HIRA1-5 HIRA1-6 HIRA1-7M HIRA1-8 HIRA1-9 HIRA1-10M

Sio2 61,216 75,256 72,717 73,876 81,369 82,331 67,386 56,685 88,672 84,509

Tio2 O,267 O,594 O,OOO O,098 O,OOO O,186 O,OOO O,544 O,072 Q,OOO

Al203 20,235 8,352 9,403 7,668 4,011 4,895 12,525 25,576 4,308 5,652

Fe203 O,747 10,515 9,632 9,509 7,517 6,919 10,614 5,379 2,744 4,435

MnO O,OOO O,OOO O,OOO O,797 O,229 O,129 O,115 O,237 O,209 0,OOO

MgO O,042 O,372 1,055 O,528 O,089 O,153 O,862 2,228 O,056 O,653

CaO O,371 3,908 6,413 5,716 4,947 4,066 4,919 3,389 2,372 2,613

Na20 O,774 O,207 O,033 O,365 O,447 O,OOO 1,095 O,874 O,777 1,361

K20 16,349 O,784 O,732 1,430 1,386 1,315 2,464 5,075 O,785 O,777

鉱物 モンモリロン石 モンモ+ケ イ酸 モンモ+ケ イ醸 モンモ+ケ イ酸 モンモ+ケ イ酸 モンモ+ケ イ酸 モンモ+ケ イ酸 モンモリロン石 モンモ+ケ イ醸 モンモ+ケ イ酸

KUDA1-1 KUDA1。2 KUDA1-3 KUDA1-4 KUDA1-5 KUDA1-6 KUDA1-7 KUDA1-8 KUDA1-9 KUDA1-10

Sio2 52,093 59,753 56,071 61,064 48,021 62,799 54,879 33,217 51,615 42,777

Tio2 O,026 O,110 O,OOO O,OOO O,400 O,OOO O,OOO O,083 O,332 O,479

A1203 39,442 32,694 34,249 30,618 32,034 32,365 33,669 48,818 36,168 43,968

Fe203 5,241 3,891 4,105 3,960 5,898 2,259 3,261 5,251 5,695 5,424

MnO O,OOO O,OOO O,064 O,370 O,OOO 0,OOO O,224 O,112 O,103 O,OOO

MgO 0,702 Q,528 1,107 O,952 O,751 O,650 O,759 2,636 1,462 1,731

CaO 1,206 O,974 1,913 O,502 3,679 O,833 1,204 2,833 2,519 3,033

Na20 O,987 1,778 2,188 2,158 7,674 1,OO3 4,906 5,951 1,817 2,112

K20 O,305 O,271 O,304 O,376 1,534 0,091 1,105 1,094 O,288 O,477

鉱物 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石

KUDA2-1 KUDA2-2 KUDA2-3 KUDA2-4 KUDA2-5 KUDA2-6 KUDA2-7 KUDA2-8 KUDA2-9 KUDA2-10

Sio2 56,965 65,743 35,045 54,196 51,748 50,242 30,694 47,347 66,999 78,OO3

Tio2 O,324 O,106 O,436 O,114 O,326 0,182 O,379 0,051 O,229 O,OOO

A1203 31,567 32,072 39,085 31,768 35,930 29,049 36,819 33,594 30,479 20,124

Fe203 3,846 O,381 10,620 7,014 5,674 16,371 10,731 5,611 O,659 0,590

MnO O,OOO O,116 O,OOO O,041 O,015 O,238 O,OOO O,OOO O,OOO O,OOO

MgO O,190 O,306 1,635 O,837 O,750 O,162 2,165 1,907 O,108 O,278

CaO 1,132 O,266 3,044 1,560 2,063 O,731 3,266 2,896 O,209 O,055

Na20 4,589 O,703 6,647 3,173 2,390 2,158 11,593 5,485 O,992 O,851

K20 1,392 O,305 3,489 1,292 1,104 O,869 4,356 3,100 O,323 O,105

鉱物 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモリロン石 モンモ+ケ イ酸

で 粉 末X線 解 析 で の 結 晶構 造 か らの 鉱 物 同定 が 必

要)の 間 に位 置 してお り、 モ ンモ リ ロ ン石 とケ イ

酸 鉱 物 の 集 合 体 と推 察 さ れ る 。

管 玉 は ほ とん どが モ ンモ リ ロ ン石 で あ る が 、 白

色 のKUDAIはFe203成 分 が 少 な い モ ンモ リ ロ ン石

で 、KUDA2はFe203成 分 が 多 い モ ンモ リロ ン石 で

構 成 され て い る。

3)平 玉 と管玉の産地推定

化学成分より平玉はケイ酸成分に富む硬質頁岩、

管玉はアル ミナスな泥岩から作 られたと推察され

る。石材の供給地 として斜里近辺では越川層が考

えられる。

5.ま とめ

朱 円 環 状 土 籠 出土 の 玉5点 とウ トロ神 社 山 遺 跡

出土 の平 玉 と管玉3点 につ い てX線 解析 を行 った。

玉 か らは ヒス イ は認 め られ ず 、滑 石 、サ ポー 石、

モ ンモ リ ロ ン石 が 同定 され た。 産 地 と して は熱 水

変 質 を受 け た越 川 層 の 緑 色 凝 灰 岩 の可 能 性 が 高 い

が 、 そ の う ち の1個 は 大 き さ も他 の4個 と は異 な

り一回り大きく特徴的な形をしている(写 真5)。

またその玉は滑石の単一鉱物集合体で構成 され、

北海道中軸部の神居古潭変成岩中の蛇紋岩起源か

もしれぬ(図5)。 玉の石材 として加工が簡単な

柔らかい滑石(モ ースの硬度計で硬度1)を 使っ

ているのは興味深い。

平玉と管玉は硬質頁岩と泥岩から作 られており、

越川層が供給地として推察 される。
Si9・
1

図4.ウ トロ神社山遺跡出土の平玉と管玉のSiO2-Al203-MgO組 成比
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写 真1. 分析装置(走 査顕微鏡とエネルギー分散型
X線 スペクトル解析装置)

写真2.炭 素膜凝着装置

写真3.炭 素膜凝着装置での資料 写 真4.分 析 ホ ル ダー にセ ッ トした玉

写 真5.分 析 資 料1一 朱 円環 状 土 無 出土 の 玉

(左 よ りT1～T5)

写 真6.分 析資料2一 ウ トロ神社山遺跡出土の平玉と管玉

(左 よ りHIRA1、KUDA1、KUDA2)
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